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令和５年度 第１回運営協議会を５月１８日（木）に行いました。学校運営協議会は、

本年度より新たに、島田健一郎氏（きらり白妙保育園園長）・大塚邦弘氏（新和地区社会福祉協

議会事務局長）・那須野 豊氏（障害者福祉施設どうかん施設長）・町田進一郎氏（T.T彩たまジ

ュニアチーム監督）を委員として委嘱し、１３名の委員（外部委員）で発足しました。 

校長挨拶、自己紹介に続き役員を互選し、会長に岡野 功氏、副会長に宮寺 亮氏を

選任しました。委員の皆様には１年間ご尽力を

賜ります。よろしくお願い申し上げます。 

 

協議会では、校長より令和５年度の学校運営

に関する基本的な方針（学校経営ビジョン） 

『みんなでつくる みんなの学校』 

～ 児童・教職員・保護者・地域のすべての人  

の笑顔のために ～ 

が示されました。 

グランドデザイン及び資料をもとに、学校教

育目標、本年度の重点目標、 

① 豊かな人間関係の構築 

② 子どもを主語にする「主体的な学び」 

③ 城南中学校区のいっそうの魅力化 

④ 安全で安心できる教育環境の整備 

教育課程の編成、 

・「STEAMS TIME」と「プログラミング的学習」について 

 ・プール指導の民間委託化の動向 

 ・専科教員・教科担任制実施の動向 

予算の執行及び施設設備の管理 

 ・美園地区教育環境整備に関連した「リ  

フレッシュ工事」についての情報提 

供 等を行った後、  

本年度の学校運営方針について承認されました。 

令和５年度 新和小学校 

学校運営協議会委員 

・若谷 富雄様 ・広田 由子様 

・田口ゆり子様 ・岡野  功 様 

・赤坂 美加様 ・尾嶋 和世様 

・宮寺  亮様 ・森田 剛史様 

・増岡  章 様 ・島田健一郎様 

・大塚 邦弘様 ・那須野 豊様 

・町田進一郎様  （順不同） 

 

・校長 ・教頭 ・教務主任 

・学校地域連携コーディネーター 



その後、教育委員会 丹 市教委管理部参事より、美園地区教育環境整備説明会（５

月２０日・２１日実施）の概要について委員の方々に説明がありました。 

熟議は、「安全・安心な新和地区を創るために 学校・家

庭・地域がそれぞれどのように関わっていけばよいか ～

１１月１１日に行う一斉下校について～」です。 

昨年度確認されている事項について、本年度１１月１１

日（土）に行う学校・保護者・地域が一体となって行う一

斉下校について、具体的な活動試案が学校から示され、そ

れぞれの委員の立場から意見をいただきました。新和地区

を紹介する紙芝居の存在について教えていただいたり、活動を行う際の事前指導に生か

すことができる貴重な情報をいただいたりしました。 

 

また、子どもたちの様子について広くご意見を頂戴し

ました。その後、授業を参観していただき、子どもたちと

同じ献立で給食を召し上がっていただきました。 

子どもたちの学校生活が落ち着いている・前向きに明る

く授業に参加している・タブレットを活用した授業も慣れ

てきている・１年生もタブレットの使い方を覚えようと努

力している。・先生

方の声が明るく、

うれしいと感じました。先生方にとって楽しく

充実した職場になっていることを願っています。

献立が「地産地消」を意識していてとてもよいと

思います。といった感想をいただきました。 

【歴史の散歩みち】 

「万葉歌碑」は・・・ 

美園東３丁目の稲蒼魂神社（うかのみたまじんじゃ）には、万葉歌碑が  

あります。万葉歌碑は、尾ヶ崎新田開発者真々田家屋敷内にありましたが、  

土地区画整理事業により現在の美園東３丁目（旧大字尾ヶ崎新田）の稲蒼 

魂（うかのみたま）神社裏に移転しました。 

この歌碑は、真々田家９代で俳人の真々田素泉が天保６年(1835)に造 

立したもので、碑文には「前玉之小埼乃沼・・・」と刻まれています。こ 

の頃の尾ヶ崎地区周辺は俳句が盛んで、当時の句碑などが残っています。 

引用：はぴネット 岩槻区市民活動ネットワークだより 第13号 2016年10月 

さいたま市HP 岩槻散策マップ 新和地区「古式風習を伝える伝統の地を歩く」 

 


